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第1章 公共施設の長寿命化計画の背景と目的等 

 背景と目的 

わが国においては、公共施設等の老朽化対策が大きな課題となっています。地方公共団体では、公

共施設等の維持管理・更新等を着実に推進するための中期的な取組みとして「浜中町公共施設等総合

管理計画」（以下、「総合管理計画」という）を平成 29年 3月に策定し、令和 4年 3月に改訂を行いま

した。また、個別施設等の具体の対応方針を定める計画として「個別施設毎の長寿命化計画（個別施

設計画）」の策定を進めてまいりました。 

浜中町の公共施設は、整備から数十年を経過したものも多く老朽化が進行し、近い将来一斉に大規

模改修や建替えなど、更新時期を迎えることが予想されます。しかし、更新には多額な経費が必要で

あり、人口減少・少子高齢化に対応した将来の利用状況や維持管理コスト等を考慮した公共施設の適

切な配置の実現と、持続性を確保する必要があることから、本計画を策定するものです。 

 

 計画の位置付け 

国は、平成 25年 11月に「インフラ長寿命化基本計画」を策定し、その中で地方公共団体の役割で

ある行動計画が示され、平成 26年 4月に地方公共団体に対し速やかに「総合管理計画」を策定するよ

う要請がありました。 

今回の「浜中町観光系施設等長寿命化計画」の上位計画である「浜中町公共施設等総合管理計画」

は、平成 29年 3月に策定し、令和 4年 3月に改訂を行いました。この計画は、浜中町の「第 6期浜中

町まちづくり総合計画」をはじめ、町の関連計画との整合性を図るとともに、各施策及び事業目的に

おける公共施設などの役割や機能を踏まえた横断的な内容となっています。 

本計画は「総合管理計画」につづく各種施設の個別計画として位置づけられるものであり、公共施

設に関わる上位計画や関連計画を踏まえ、必要な事項は取り入れ整合性を図りながら、公共施設の維

持管理・更新のみならず、多様な機能や役割を充足することを目的として策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 5 期・第 6 期浜中町まちづくり総合計画 

浜中町橋梁 

長寿命化修繕計画 

水道ビジョン 等 

浜中町公共施設等総合管理計画 

浜中町観光系 

施設等 

長寿命化計画 

浜中町公共施設長寿命化計画 

町民文化系施設、学校教育系施設、 

社会教育系施設、ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設、 

子育て支援施設、保健・福祉施設、医療施設、 

行政系施設、公営住宅、供給処理施設 等 



2 

 

 計画期間 

公共施設等の計画的な管理を推進するためには、建設時期や寿命を考慮し、中長期的な視点で検討

することが不可欠といえます。 

浜中町では、「第 6期浜中町まちづくり総合計画」の最終年度との整合を図り、平成 29年度から令

和 11年度までの 13年間を対象期間として「総合管理計画」を策定しました。 

今回の「浜中町観光系施設等長寿命化計画」の対象期間は、上位計画である「総合管理計画」の終

了年度に合わせ、令和 5年度から令和 11年度までの 7年間とします。 

なお、今後の維持更新費用算出シミュレーションについては、令和 4年度（2022年度）を基準年と

し、令和 5年度から令和 44年度（2062年度）までの 40年間について作成します。 

本計画は長期の計画であり、公共施設を取り巻く情勢変化を踏まえて、5年程度を目安に随時見直し

を行います。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 5期計画 第 6期計画 

計画期間 13年間 

計画期間 7年 

維持更新計画策定 40年間 

浜中町 

まちづくり 

総合計画 

浜中町 
個別施設 

長寿命化計画 

浜中町 

公共施設等 

総合管理計画 

浜中町 
観光系施設等 
長寿命化計画 

平成 21 年度 令和 2 年度 令和 11 年度 

平成 29 年度策定 

令和 3 年度改定 

令和 5 年度 

令和 44 年度 
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 対象施設 

対象施設は、表 1-1に示す浜中町内の公共施設であり 18施設（27建物）、延床面積 6,765㎡です。 

 

表 1-1 対象施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施設分類
施設
番号

建物
番号

施設名 建物名
延床面積

(㎡）
建築年度
（西暦）

建築年度
（和暦）

経過
年数

構造
耐震
基準

町民文化系施設 1 1 霧多布温泉ゆうゆ ふれあい交流保養センター（ゆうゆ） 1,529 1999 H11 23 RC 新

2 中山間活性化施設 541 2002 H14 20 RC 新

3 中山間活性化施設（多目的トイレ） 59 2002 H14 20 W 新

4 中山間活性化施設（キャンプ場トイレ） 52 2002 H14 20 W 新

5 中山間活性化施設（キャンプ場炊事場） 34 2002 H14 20 W 新

6 中山間活性化施設（パドック管理棟） 34 2002 H14 20 W 新

7 貯蔵庫（サイロ） 41 1981 S56 41 RC 旧

3 8 霧多布湿原センター 霧多布湿原センター 754 1993 H5 29 RC 新

9 湯沸岬キャンプ場バンガロー（昭和61年分） 75 1986 S61 36 W 新

10 湯沸岬キャンプ場バンガロー（昭和62年分） 48 1987 S62 35 W 新

11 湯沸岬キャンプ場便所 11 1986 S61 36 W 新

12 湯沸岬野営場（休憩室） 74 1988 S63 34 W 新

5 13 湯沸岬展望台 湯沸岬展望台 56 1968 S43 54 RC 旧

6 14 湯沸岬展望台トイレ 湯沸岬展望台駐車場トイレ 32 1990 H2 32 W 新

15 琵琶瀬展望台 34 1969 S44 53 RC 旧

16 琵琶瀬展望台（平成13年度改修分） 38 2001 H13 21 RC 新

8 17 さわやかトイレエトピリカ 琵琶瀬展望台トイレ 66 1990 H2 32 RC 新

9 18 アゼチの岬トイレ アゼチの岬トイレ 63 1992 H4 30 W 新

10 19 老人福祉母子健康センター 老人福祉母子健康センター（平成20年改修分） 839 1982 S57 40 S 新

11 20 地域活動支援センター 地域活動支援センター 947 1987 S62 35 RC 新

12 21 旧榊町小学校体育館 旧榊町小学校体育館 598 2000 H12 22 S 新

13 22 霧多布公衆便所 霧多布公衆便所 23 1969 S44 53 RC 旧

14 23 農村公園トイレ 農村公園トイレ 99 1994 H6 28 RC 新

15 24 茶内駅前広場公衆トイレ 茶内駅前広場公衆トイレ 41 2021 R3 1 W 新

16 25 茶内ふれあい広場トイレ 茶内ふれあい広場トイレ 17 1992 H4 30 RC 新

17 26 勤労青少年ホーム 勤労青少年ホーム 608 1984 S59 38 S 新

18 27 地場産品振興促進施設 地場産品振興促進施設 50 2003 H15 19 W 新

合計 6,765 - - - - -

Ｍｏ－ｔｔｏかぜて

霧多布岬キャンプ場

琵琶瀬展望台

ｽﾎﾟｰﾂ・
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施

設

保健・福祉施設

その他施設

2

4

7
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図 1-1 計画対象施設位置図 
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 目指すべき姿 

■今後の公共施設等の目指すべき姿 

浜中町では、「第 6期浜中町まちづくり総合計画」において、「笑顔輝く共創のふるさとを 未

来へ自然とともに生きる 豊かな大地と海のまち はまなか」をまちづくりのテーマ（将来像）

として以下の 6つの基本目標を定めました。その基本目標に合わせた、各施設の長寿命化計画を

目指すべき姿とします。 

 

基本目標１【産業の垣根を越えて、みんなで築き上げる活力あるまちづくり】 

農林水産業、商工業、観光業など浜中町の恵まれた自然環境や地域資源を有効に活用した

産業振興など、産業界が一体となった活力あるまちを目指します。 

基本目標２【自然を守り未来につながる住みよいまちづくり】 

本町が有する豊かで魅力的な自然環境や景観を守り継ぎながら、住環境の整備など快適で

住みよいまちを目指します。 

基本目標３【災害に強く町民によりそったまちづくり】 

自然災害に対し強くしなやかな防災対策を進めるとともに、消防・救急体制の強化を行

い、町民の生命と財産を守るまちを目指します。 

基本目標４【子供から大人まで安心して暮らせる未来のまちづくり】 

町民が互いに支え合い、出産や子育て、健康づくりなど地域福祉や医療体制の充実を図り

ながら、だれもが安心して暮らし続けることができるまちを目指します。 

基本目標５【豊かな学びを育み、未来に向かって挑戦し続ける人づくり】 

ふるさと浜中に誇りをもち、生涯にわたり心豊かに学び続け、健やかな人生を実現する、

次代を担う人づくりを目指します。 

基本目標６【地域とともに歩む創意に満ちたまちづくり】 

行政の公正・公平性・透明性を一層高めつつ情報発信を積極的に行い、町民に信頼される

行財政運営を進めるとともに、町民一人ひとりがまちづくりの主役となる、共創のまちを目

指します。 

出典：第 6期浜中町まちづくり総合計画 

 

■観光系施設 

 中山間活性化施設の利用促進を図り、水産物や農畜産物の試作研究、加工製造、技術研修などの拡

充を図ります。 

（基本目標 1に定める大綱「商工業の振興」より抜粋） 

 湿原センターは、町内外の来館者に自然とのふれあいの場を提供し、本町の魅力を発信する施設と

して整備充実を図り、交流人口の増加に努めます。 

 公共施設などにおける情報発信機能を高め、自然景観や町並みなどに調和した主要観光施設の持続

的な維持整備を進めます。 

（基本目標 1に定める大綱「観光業の振興」より抜粋） 
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■保健・福祉施設 

 浜中町地域活動支援センター（旧榊町小学校）を「共生型地域福祉拠点」に位置付けし、障がい者

や高齢者との交流を推進し、福祉意識の醸成に努めます。また、共生型事業の継続実施や共生型サ

ロンの定期開催を推進します。 

（基本目標 4に定める大綱「地域福祉」より抜粋） 
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第2章 実態把握 

 運営状況・活用状況の実態 

2-1-1 建物の状況 

築 30年を経過した老朽化建物は 15建物、2,933㎡（43.4％）を占めています。 

また、旧耐震基準（昭和 56年[1981年]5月 31日以前に建築確認、適用）による建物は 4建物、

154㎡（2.3％）となっています。 

 

表 2-1 経過年数別建物数及び延床面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 整備年度別延床面積及び累積建物数 
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累
積
建
物
巣

延
床
面
積
（
㎡
）

年度

町民文化系施設

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設

保健・福祉施設

その他施設

累積建物数

建物数 延床面積（㎡）

町民文化

系施設

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚ

ｸﾘｴｰｼｮﾝ

系施設

保健・福

祉施設

その他施

設
合計

町民文化

系施設

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚ

ｸﾘｴｰｼｮﾝ

系施設

保健・福

祉施設

その他施

設
合計

50年以上 0 2 0 1 3 0 90 0 23 113

40年以上 0 1 1 0 2 0 41 839 0 880

30年以上 0 7 1 2 10 0 369 947 624 1,940

20年以上 1 7 1 1 10 1,529 1,514 598 99 3,740

10年以上 0 0 0 1 1 0 0 0 50 50

10年未満 0 0 0 1 1 0 0 0 41 41

合計 1 17 3 6 27 1,529 2,014 2,384 838 6,765

建物数 延床面積（㎡）

町民文化

系施設

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚ

ｸﾘｴｰｼｮﾝ

系施設

保健・福

祉施設

その他施

設
合計

町民文化

系施設

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚ

ｸﾘｴｰｼｮﾝ

系施設

保健・福

祉施設

その他施

設
合計

旧 0 3 0 1 4 0 131 0 23 154

新 1 14 3 5 23 1,529 1,883 2,384 815 6,611

合計 1 17 3 6 27 1,529 2,014 2,384 838 6,765

耐震基準

築年数
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図 2-2 建物の耐用年数、経過年数 
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2-1-2 建物の施設関連経費 

計画対象建物の過去 6ヶ年の施設整備費、維持修繕費、光熱水費・委託費は、表 2-3、図 2-3に示

すとおりであり、過去 6ヶ年平均は 90,786千円になります。 

また、施設類型別の内訳は表 2-2、図 2-4に示すとおり、町民文化系施設である霧多布温泉ゆうゆ

の光熱水費・委託費が最も高く、213,070千円で全体の約 39％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 年度ごと施設関連経費  単位：千円 

 

表 2-2 施設類型別年平均施設関連経費  単位：千円 

 町民文化系施設 
ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

系施設 
保健・福祉施設 その他施設 

合計 

（6 年間平均） 

施設整備費 18,240 1,529 14,843 486 35,098 

その他施設整備費 8 400 493 0 901 

維持修繕費 1,695 3,429 42 987 6,154 

光熱水費・委託費 35,512 8,311 4,753 57 48,633 

合計 55,455 13,669 20,132 1,530 90,786 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 施設類型別 6ヶ年合計施設関連経費  単位：千円 
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0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

平成28年度

（2016年）

平成29年度

（2017年）

平成30年度

（2018年）

令和1年度

（2019年）

令和2年度

（2020年）

令和3年度

（2021年）

費
用
（
千
円
）
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）
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施設整備費 その他施設整備費 維持修繕費 光熱水費・委託費 合計
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表 2-3 施設関連経費  単位：円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※浜中町支出データより 

 

平成29年度
（2017年）

平成30年度
（2018年）

令和1年度
（2019年）

令和2年度
（2020年）

令和3年度
（2021年）

令和4年度
（2022年）

合計 6ヶ年平均

施設整備費 8,436,773 28,756,458 36,464,083 22,676,500 0 13,106,500 109,440,314 18,240,052

その他施設整備費 0 50,738 0 0 0 0 50,738 8,456

維持修繕費 518,166 2,637,584 7,016,166 0 0 0 10,171,916 1,695,319

光熱水費・委託費 27,770,075 29,146,048 29,388,159 42,735,690 41,937,804 42,091,804 213,069,580 35,511,597

合計 36,725,014 60,590,828 72,868,408 65,412,190 41,937,804 55,198,304 332,732,548 55,455,425

施設整備費 708,048 0 1,859,760 2,824,556 975,370 2,803,955 9,171,689 1,528,615

その他施設整備費 761,400 0 14,040 366,400 546,700 709,100 2,397,640 399,607

維持修繕費 4,348,543 2,414,674 1,796,395 3,016,198 3,979,425 5,021,674 20,576,909 3,429,485

光熱水費・委託費 7,382,473 6,404,006 6,990,978 9,900,519 8,757,054 10,433,938 49,868,968 8,311,495

合計 13,200,464 8,818,680 10,661,173 16,107,673 14,258,549 18,968,667 82,015,206 13,669,201

施設整備費 146,460 85,382,362 329,448 311,590 2,353,430 537,300 89,060,590 14,843,432

その他施設整備費 0 2,224,800 0 731,500 0 0 2,956,300 492,717

維持修繕費 50,376 11,688 34,040 11,732 141,915 3,666 253,417 42,236

光熱水費・委託費 2,714,282 3,362,411 5,008,013 5,768,473 5,138,249 6,528,740 28,520,168 4,753,361

合計 2,911,118 90,981,261 5,371,501 6,823,295 7,633,594 7,069,706 120,790,475 20,131,746

施設整備費 1,782,000 1,134,000 0 0 0 0 2,916,000 486,000

その他施設整備費 0 0 0 0 0 0 0 0

維持修繕費 1,414,824 538,423 887,741 1,380,990 849,658 849,658 5,921,294 986,882

光熱水費・委託費 12,660 16,392 17,087 222,175 36,789 36,789 341,892 56,982

合計 3,209,484 1,688,815 904,828 1,603,165 886,447 886,447 9,179,186 1,529,864

施設整備費 11,073,281 115,272,820 38,653,291 25,812,646 3,328,800 16,447,755 210,588,593 35,098,099

その他施設整備費 761,400 2,275,538 14,040 1,097,900 546,700 709,100 5,404,678 900,780

維持修繕費 6,331,909 5,602,369 9,734,342 4,408,920 4,970,998 5,874,998 36,923,536 6,153,923

光熱水費・委託費 37,879,490 38,928,857 41,404,237 58,626,857 55,869,896 59,091,271 291,800,608 48,633,435

合計 56,046,080 162,079,584 89,805,910 89,946,323 64,716,394 82,123,124 544,717,415 90,786,237

町民文化系施設

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系
施設

保健・福祉施設

その他施設

合計
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2-1-3 今後の施設維持更新費用 

現在の施設を廃止、統廃合せずに維持する場合の施設関連経費は、図 2-5に示すとおりで

す。令和 4年度の施設関連経費は期中のため、過去 6年の平均とします。 

過去の施設関連経費は、表 2-2に示すとおり 6年平均 0.91億円であり、光熱水費・委託費を

除いた施設整備費の 6年平均は 0.42億円となります。今後 40年間の施設整備費の総額は 31.2

億円。年平均 0.78億円となっています。 

施設類型別の内訳は、表 2-4で示すとおり今回の対象建築物の中では保健・福祉施設が最も

高く、40年総額で 10.7億円、年平均で 0.27億円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１） 施設関連経費には、光熱水費・委託費は含んでいない。 

注２） 試算条件は大規模改造 20 年周期、改築 40 年周期とする。 

注３） 令和 4 年度の施設関連経費は期中のため、過去 6 年の平均とした。 

 

図 2-5 今後の施設関連経費 

 

表 2-4 施設類型別改築単価及び維持更新費用 

施設類型 
改築単価 

（万円/㎡） 

大規模改造単価 

（万円/㎡） 

40 年総額 

（億円） 

年平均 

（億円/年） 

町民文化系施設 40 10 7.6 0.19 

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 36 9 9.1 0.23 

保健・福祉施設 36 9 10.7 0.27 

その他施設 36 9 3.8 0.09 

合計 - - 31.2 0.78 

  

※ 改築単価：「浜中町公共施設等総合管理計画」の試算条件値 

大規模改造単価：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定」計算ソフト算定値 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

H28 H30 R2 R4 R6 R8 R10 R12 R14 R16 R18 R20 R22 R24 R26 R28 R30 R32 R34 R36 R38 R40 R42 R44

費
用
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円
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大規模改造
改築
施設整備費
過去6年平均施設整備費
今後更新費用

今後40年間の

施設整備費平均

0.78億円/年

今後40年間の

施設整備費総額

31.2億円

過去の

施設整備費平均

0.42億円/年
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表 2-5 維持更新費用の施設類型別内訳  単位：億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町民文科系施設 ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 保健・福祉施設 その他施設 合計

改築
大規模

改造
小計 改築

大規模

改造
小計 改築

大規模

改造
小計 改築

大規模

改造
小計 改築

大規模

改造
合計

R5 0.05 0.05 0.30 0.30 0.01 0.04 0.05 0.36 0.04 0.40

R6 0.05 0.05 0.30 0.30 1.10 1.10 1.45 1.45

R7 0.05 0.05 0.30 0.30 1.10 1.10 1.45 1.45

R8 0.20 0.20 0.30 0.30 0.01 0.01 0.51 0.51

R9 0.29 0.29 2.01 2.01 0.01 0.01 2.30 2.30

R10 0.27 0.27 2.01 2.01 0.01 0.01 2.28 2.28

R11 0.18 0.18 0.30 0.30 0.01 0.01 0.49 0.49

R12 0.22 0.22 0.30 0.30 0.01 0.01 0.53 0.53

R13 0.22 0.22 0.30 0.30 0.01 0.01 0.53 0.53

R14 0.16 0.16 0.30 0.30 0.04 0.04 0.50 0.50

R15 1.47 1.47 0.03 0.03 1.50 1.50

R16 1.36 1.36 0.18 0.18 1.54 1.54

R17 0.18 0.18 0.18 0.18

R18

R19

R20

R21 3.06 3.06 3.06 3.06

R22 3.06 3.06 1.08 1.08 4.14 4.14

R23 0.07 0.07 1.08 1.08 0.04 0.04 1.15 0.04 1.18

R24 1.37 1.37 1.37 1.37

R25 1.30 0.12 1.42 0.76 0.76 0.09 0.02 0.11 1.39 0.89 2.28

R26 0.09 0.55 0.64 0.09 0.55 0.64

R27

R28 0.08 0.08 0.08 0.08

R29 0.04 0.04 0.85 0.85 0.90 0.90

R30 0.07 0.07 0.07 0.07

R31

R32 0.09 0.09 0.09 0.09

R33

R34 0.06 0.06 0.02 0.02 0.07 0.07

R35 0.68 0.68 0.68 0.68

R36 0.09 0.09 0.09 0.09

R37

R38

R39

R40

R41 1.53 1.53 1.53 1.53

R42 0.54 0.54 0.54 0.54

R43 0.03 0.03 0.07 0.07 0.07 0.03 0.11

R44 0.65 0.65 0.07 0.07 0.07 0.65 0.72

合計 - - 7.65 - - 9.06 - - 10.73 - - 3.77 - - 31.21

年平均 - - 0.19 - - 0.23 - - 0.27 - - 0.09 - - 0.78

年度
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2-1-4 公共施設の利用状況 

各施設の利用状況は、表 2-6に示すとおりです。 

 

表 2-6 施設の利用状況等 

 

※１ 中山間活性化施設キャンプ場トイレ及び炊事場人数は外構施設人数を面積で按分した人数としています。 

※２ 霧多布岬バンガロー2 棟も、利用人数を面積で按分した人数としています。 

 

  

施設分類 施設 利用者等 単位
2016年度

（平成28年）
2017年度

（平成29年）
2018年度

（平成30年）
2019年度
（令和元年）

2020年度
（令和2年）

2021年度
（令和3年）

町民文化系施設 霧多布温泉ゆうゆ 利用者数 人/年 47,526 46,891 51,024 72,672 51,494 39,975

Ｍｏ－ｔｔｏかぜて
(中山間活性化施設）

利用者数 人/年 3,069 4,100 3,177 3,915 1,155 695

Ｍｏ－ｔｔｏかぜて
(中山間活性化ｷｬﾝﾌﾟ場トイレ）

利用者数 人/年 2,399 2,805 2,080 2,756 857 734

Ｍｏ－ｔｔｏかぜて
(中山間活性化ｷｬﾝﾌﾟ場炊事場）

利用者数 人/年 1,600 1,870 1,386 1,838 572 490

Ｍｏ－ｔｔｏかぜて
(中山間活性化ﾊﾟﾄﾞｯｸ管理棟）

利用者数 人/年 223 157 78 33 19 18

霧多布湿原センター 利用者数 人/年 28,493 21,202 7,606 23,136 6,976 6,379

霧多布岬キャンプ場
(ﾊﾞﾝｶﾞﾛｰ昭和61年分)

利用者数 人/年 539 459 525 601 434 307

霧多布岬キャンプ場
(ﾊﾞﾝｶﾞﾛｰ昭和62年分)

利用者数 人/年 344 293 335 384 278 197

老人福祉母子健康センター 利用者数 人/年 8,954 8,954 8,019 7,920 7,323 4,114

地域活動支援センター 利用者数 人/年 0 0 2,424 2,880 3,639 7,136

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ
系施設

保健・福祉施設

※１

※１

※２

※２
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 老朽化状況の実態 

建物の老朽化状況の実態把握は、構造躯体の健全性と躯体以外の劣化状況に分けて行いま

す。 

 

2-2-1 構造躯体の健全性評価 

構造躯体の健全性は、新旧耐震基準の対応、耐震補強の状況、コンクリート強度及び経過年数

から評価します。 

また、今後の維持更新費用の試算における「長寿命化」と「改築」の区分を行う上で、浜中町

の公共施設の今後の整備方針をもとに、構造躯体の健全性判定を参考にして計画します。 

判定基準は以下のとおりです。 

 

① 新耐震基準（昭和 56年[1981年]以降）による建物は原則「長寿命化」とします。 

② 旧耐震基準の建物で、耐震診断により耐震性が無いと判断され、まだ耐震補強工事を行っ

ていない建物については、耐震補強をすみやかに行います。 

③ 旧耐震基準の鉄筋コンクリート造（RC造）の建物で、耐震性がないと判断され、耐震補強

を行う予定が無い建物、またはコンクリート圧縮強度が 13.5N/㎟以下のもの、圧縮強度が

不明なものを「要調査」とし、試算では「改築」（⑤）とします。 

④ 旧耐震基準の鉄骨造（S造）、木造（W造）の建物は、現地調査結果を基に判断し、概ね 40

年以上で腐食や劣化の進行が著しいものは「要調査」とし、試算では一部の建物を除き

「改築」（⑤）とします。状態が良い建物は「長寿命化」とします。 

⑥ 旧耐震基準の建物で上記以外は「長寿命化」とします。 

・鉄筋コンクリート造の建物のうち、旧耐震基準による貯蔵庫（サイロ）は状態が良いため

「長寿命化」とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 長寿命化判定フロー  

耐震基準 

新耐震基準 旧耐震基準 

耐震補強済み 
または 

耐震診断で耐震性あり 

耐震補強 

 
 
 
 
 
 

RC造 
コンクリート圧縮強度 
13.5N/mm2以下のもの 

「要調査」建物 
S造、W造 

概ね 40年以上で、腐食や
劣化の進行が著しいもの 

NO 

YES 

YES 

YES 

「長寿命化」として試算 「改築」として試算 

NO 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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図 2-7 RC造（鉄筋コンクリート造） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 S造（鉄骨造）、W造（木造） 

 

  

ふれあい交流保養センター（ゆうゆ）

中山間活性化施設

貯蔵庫（サイロ）

霧多布湿原センター
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2-2-2 構造躯体以外の劣化状況等評価 

1) 劣化状況評価 

建物の健全性、劣化状況を把握・評価するために、現地調査を実施しました。 

劣化状況は、「屋根・屋上」、「外壁」については目視により、また「内部仕上げ」、「電気設

備」、「機械設備」については経過年数により、項目ごと劣化度（A～Dの 4段階評価）を評価し

ました。 

建物全体の健全度は部位毎の評価点と部位のコスト配分から下式により点数化しました。 

 

 

 

 

表 2-7 評価基準 

評価 屋上・屋根、外壁 内部仕上、電気設備、機械設備 評価点 

A 概ね良好 20年未満 100 

B 
部分的に劣化 

（安全上、機能上、問題なし） 
20～40年未満 75 

C 
広範囲に劣化 

（安全上、機能上、不具合発生の兆し） 
40年以上 40 

D 

早急に対応する必要がある 

（躯体の耐久性に影響を与えている） 

（設備が故障し施設運営に支障を与えている）

等 

経過年数に関わらず著しい劣

化事象がある場合 
10 

出展：平成 29年 3月 文部科学省 学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 

 

表 2-8 部位のコスト配分 

部位 コスト配分 

1.屋根・屋上  5.1 

2.外壁 17.2 

3.内部仕上げ 22.4 

4.電気設備  8.0 

5.機械設備  7.3 

計 60 

 

  

健全度＝総和（部位の評価点×部位のコスト配分）÷ 60 
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2) 劣化状況の実態 

建物の健全度、劣化状況を把握・評価するため、現地調査を実施しました。 

各建物の劣化状況は、「屋根・屋上」、「外壁」については目視、「内部仕上」、「電気設備」、

「機械設備」については経過年数を基として、項目ごとに A～Dの 4段階評価で劣化度を評価し

ました（表 2-10）。 

建物の健全度は、各部位毎の劣化度評価と部位のコスト配分により算出し、図 2-9に示すと

おりです。対象施設では、勤労青少年ホームが健全度 40点以下の施設となっています。 

なお、健全度 40点未満の建物は優先的に長寿命化改修、改築、除却等の対策を講じることが

望ましいとされています（文部科学省解説書）。 

また、健全度 75点以下の評価 C、Dの部位がある建物、健全度 75点以上でも評価 Cの部位が

ある建物については、今後、修繕が必要と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 健全度 
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表 2-9 健全度ランク 

 

 

 

 

 

 

 

 

通し
番号

調査
番号

施設名
屋
根・
屋上

外壁
内部
仕上

電気
設備

機械
設備

健全度
（100点
満点）

24 15 茶内駅前広場公衆トイレ A A A A A 100

20 11 地域活動支援センター A A A B B 94

2 2 中山間活性化施設 B B A A A 91

6 2 中山間活性化施設（パドック管理棟） B B A A A 91

21 12 旧榊町小学校体育館 B B A A A 91

3 2 中山間活性化施設（多目的トイレ） B B B A A 81

4 2 中山間活性化施設（キャンプ場トイレ） B B B A A 81

5 2 中山間活性化施設（キャンプ場炊事場） B B B A B 78

25 16 茶内ふれあい広場トイレ B B B B A 78

9 4 湯沸岬キャンプ場バンガロー（昭和61年分） A B B B B 77

10 4 湯沸岬キャンプ場バンガロー（昭和62年分） A B B B B 77

16 7 琵琶瀬展望台（平成13年度改修分） A B B B B 77

7 2 貯蔵庫（サイロ） B B B B B 75

23 14 農村公園トイレ B B B B B 75

27 18 地場産品振興促進施設 B C B A A 71

8 3 霧多布湿原センター A C B B B 67

1 1 ふれあい交流保養センター（ゆうゆ） B C B B B 65

14 6 湯沸岬展望台駐車場トイレ B C B B B 65

15 7 琵琶瀬展望台 C B B C C 63

17 8 琵琶瀬展望台トイレ C C B B B 62

18 9 アゼチの岬トイレ C C B B B 62

12 4 湯沸岬野営場（休憩室） B B C B B 62

13 5 湯沸岬展望台 D B B C C 61

11 4 湯沸岬キャンプ場便所 B C B C B 60

22 13 霧多布公衆便所 C B C C C 50

19 10 老人福祉母子健康ｾﾝﾀｰ（平成20年改修分） B C C B C 48

26 17 勤労青少年ホーム C D C B C 36

建物基本情報 劣化状況評価

健全度 75点以上 

健全な建物であるが、評価 C の部位につ

いては、今後 10 年以内に修繕を行う。 

健全度 75点 

全て評価Ｂ 

健全度 75点以下 

どこかの部位が、評価ＣかＤであり、 

今後 10 年、5 年以下に修繕を行う。 

健全度 40点 

全て評価Ｃ 

健全度 40点以下 

優先的に長寿命化改修、改築、除去の 

対策を講じることが望ましい建物。 

：築50年以上 ：築30年以上
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表 2-10 建物劣化状況一覧表 

. 

通し
番号

調査
番号

施設名
棟
番
号

構造
階
数

延床面
積
(㎡)

西暦 和暦 築年数
耐震
基準

耐震
診断

耐震
補強

調査
年度

圧縮強
度（N/
㎟）

試算上の
区分

屋
根・
屋上

外壁
内部
仕上

電気
設備

機械
設備

健全度
（100点
満点）

1 1 ふれあい交流保養センター（ゆうゆ） 1 RC 1 1,529 1999 H11 23 新 2022 21 長寿命 B C B B B 65

2 2 中山間活性化施設 1 RC 1 541 2002 H14 20 新 2022 21 長寿命 B B A A A 91

3 2 中山間活性化施設（多目的トイレ） 2 W 1 59 2002 H14 20 新 2022 長寿命 B B B A A 81

4 2 中山間活性化施設（キャンプ場トイレ） 3 W 1 52 2002 H14 20 新 2022 長寿命 B B B A A 81

5 2 中山間活性化施設（キャンプ場炊事場） 4 W 1 34 2002 H14 20 新 2022 長寿命 B B B A B 78

6 2 中山間活性化施設（パドック管理棟） 5 W 1 34 2002 H14 20 新 2022 長寿命 B B A A A 91

7 2 貯蔵庫（サイロ） 6 RC 1 41 1981 S56 41 旧 2022 18 長寿命 B B B B B 75

8 3 霧多布湿原センター 1 RC 2 754 1993 H5 29 新 2022 21 長寿命 A C B B B 67

9 4 湯沸岬キャンプ場バンガロー（昭和61年分） 1 W 1 75 1986 S61 36 新 2022 長寿命 A B B B B 77

10 4 湯沸岬キャンプ場バンガロー（昭和62年分） 2 W 1 48 1987 S62 35 新 2022 長寿命 A B B B B 77

11 4 湯沸岬キャンプ場便所 3 W 1 11 1986 S61 36 旧 2022 長寿命 B C B C B 60

12 4 湯沸岬野営場（休憩室） 4 W 1 74 1988 S63 34 新 2022 長寿命 B B C B B 62

13 5 湯沸岬展望台 1 RC 1 56 1968 S43 54 旧 2022 18 要調査 D B B C C 61 2010年改修

14 6 湯沸岬展望台駐車場トイレ 1 W 1 32 1990 H2 32 新 2022 長寿命 B C B B B 65

15 7 琵琶瀬展望台 1 RC 2 34 1969 S44 53 旧 2022 18 要調査 C B B C C 63

16 7 琵琶瀬展望台（平成13年度改修分） 2 RC 2 38 2001 H13 21 新 2022 21 長寿命 A B B B B 77

17 8 琵琶瀬展望台トイレ 1 RC 1 66 1990 H2 32 新 2022 21 長寿命 C C B B B 62

18 9 アゼチの岬トイレ 1 W 1 63 1992 H4 30 新 2022 長寿命 C C B B B 62

19 10 老人福祉母子健康ｾﾝﾀｰ（平成20年改修分） 1 S 2 839 1982 S57 40 新 2022 長寿命 B C C B C 48

20 11 地域活動支援センター 1 RC 2 947 1987 S62 35 新 2022 21 長寿命 A A A B B 94

21 12 旧榊町小学校体育館 1 S 1 598 2000 H12 22 新 2022 長寿命 B B A A A 91

22 13 霧多布公衆便所 1 RC 1 23 1969 S44 53 旧 2022 18 要調査 C B C C C 50

23 14 農村公園トイレ 1 RC 1 99 1994 H6 28 新 2022 21 長寿命 B B B B B 75

24 15 茶内駅前広場公衆トイレ 1 W 1 41 2021 R3 1 新 2022 長寿命 A A A A A 100

25 16 茶内ふれあい広場トイレ 1 RC 1 17 1992 H4 30 新 2022 21 長寿命 B B B B A 78

26 17 勤労青少年ホーム 1 S 2 608 1984 S59 38 新 2022 要調査 C D C B C 36

27 18 地場産品振興促進施設 1 W 1 50 2003 H15 19 新 2022 長寿命 B C B A A 71

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

備考

：築50年以上 ：築30年以上
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第3章 基本的な方針 

 改修等の基本方針 

本計画の上位計画となる「総合管理計画」では、公共施設等の維持管理に関して以下に示す

基本的な実施方針が示されています。 

 

 

■供給に関する方針 

 町民ニーズや上位計画、関連計画、政策との整合性、費用対効果を踏まえ、人口減少や厳し

い財政状況を勘案し、必要なサービス水準を確保しつつ施設総量の適正化（縮減）を図りま

す。 

 老朽化が著しいものの町民サービスを行う上で廃止できない施設については、周辺施設の立

地状況を踏まえながら、機能の複合化や更新等を行います。 

 施設や設備の共用による多目的利用、地域のニーズを踏まえた柔軟性を持った施設活用によ

る機能の複合化、多機能化を進めます。特に、人口減少等により本来の役割を終え未利用と

なっている施設については、地域の実情等に応じて施設の有効活用を図るため、施設の転

用、用途変更について検討していきます。 

 

■品質に関する方針 

 日常点検や定期点検を実施し、劣化状況の把握に努めるとともに、点検結果を踏まえた修繕

や改修の実施により予防保全に努めます。 

 主要な施設の内、40 年以上経過したものについては、長期的な修繕計画の策定や点検等の強

化により、計画的な維持管理を行い、必要に応じて長寿命化を図ります。 

 

■財務に関する方針 

 改修・更新等の費用の縮減と更新時期の分散化により、歳出予算の縮減と平準化を図りま

す。 

 維持管理費用や業務内容を分析し、適正化を図ります。また、必要に応じて施設使用料を見

直します。 

 PPPや PFIなどの手法導入の可能性を検討するなど、施設の整備や管理・運営における官民

の連携を図り、財政負担の軽減と行政サービスの維持・向上を図ります。 

 

 

～中略～ 

 

 

公共施設（建築施設）の維持管理の方針 

公共施設（建築施設）の維持管理及び改修・更新は、経過年数により対処方法が異なるも

のと考えられます。 

そこで、建設時期により新耐震基準前後に分類し、点検・診断、耐震化、改修・修繕、長

寿命化及び更新の方針を整理します。 
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（１）旧耐震基準建築物 

昭和 56年以前の旧耐震基準で建築された建築物については、建物の安全性が確保されて

いるか否かが重要であり、必要に応じて耐震診断を実施します。耐震性が認められた施設

については、機能維持に向けた点検・診断を行うとともに、大規模改修の実施など、施設

の継続活用を検討していきます。 

耐震性を有していない施設については、耐震化に係る費用や利用状況等を考慮しなが

ら、他施設との複合化、統合・廃止、規模縮小等を検討します。 

（２）新耐震基準建築物 

新耐震基準に適合し昭和 50年代に建築された施設は、建築後概ね 40 年が経過してお

り、大規模改修等が必要な時期を迎えています。今後は、日常点検や定期点検を実施する

とともに、利用者の多い施設を中心に劣化調査の実施等により状況を把握し、その調査結

果を踏まえて大規模改修、長寿命化改修等を実施していきます。 

また、平成に入ってから建築された比較的新しい建築物については、長期使用を前提と

して、日常点検や定期点検の実施により状況の把握に努め、必要に応じて修繕や改修を行

います。また、建築後 20年を目安に大規模改修等の実施を検討していきます。 

（出典：浜中町公共施設等総合管理計画抜粋） 

 

また、施設分類毎の基本的な方針としては以下に示されています。 

 

■町民文化系施設 

供給に関する方針 

 施設の利用者数を適切に踏まえ、地区の実情等を考慮し、他の施設類

型の機能を含めて集約化を進めるとともに、他の機能との複合化を検

討していくことで、スペースの有効活用を図ります。 

品質に関する方針 
 集会施設等は町民活動の拠点であるとともに、災害時の避難施設とな

るものもあるため、定期点検の実施による予防保全を推進します。 

財務に関する方針  現状の維持管理にかかる費用や施設使用料等の適正化を図ります。 

 

■スポーツ・レクリエーション系施設 

供給に関する方針 
 体育館やプールなど地域住民が利用する施設については、利用状況な

どを考慮して今後の修繕・更新を検討します。 

品質に関する方針 
 比較的新しい建物が多いことから、予防保全による継続使用を前提と

して検討を進めます。 

財務に関する方針  現状の維持管理にかかる費用や施設使用料等の適正化を図ります。 

 

■保健・福祉施設 

供給に関する方針 
 将来的には高齢者人口の減少も予想されることから、その動向を踏ま

えながら、今後の維持や更新を検討します。 

品質に関する方針 
 比較的新しい建物であることから、予防保全による継続使用を前提と

して検討を進めます。 

財務に関する方針 
 現状の維持管理・修繕にかかる費用を分析し、維持管理費用や施設使

用料等の適正化を図ります。 
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■その他施設 

供給に関する方針 

 今後の利用状況を踏まえ、改修、更新を検討します。 

 利用者ニーズに対応した住環境を提供するため、空き家の更新・除却

等を検討します。 

品質に関する方針 
 築 35年を過ぎた建物については、大規模改修の検討とともに、利用

状況を踏まえて更新を検討します。 

財務に関する方針 
 現状の維持管理・修繕にかかる費用を分析し、維持管理費用の適正化

を図ります。 

（出典：浜中町公共施設等総合管理計画抜粋） 
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 長寿命化改修の考え方 

3-2-1 長寿命化改修の方針 

今後は、中長期的な維持管理等に係るコストの縮減、予算の平準化を行うために、以下のよう

な施設を除き、施設の維持管理の方針を、建替えから長寿命化改修に切り替え、部位改修を併用

した整備を行います。 

 

 鉄筋コンクリートの劣化が著しく、改修に多額の費用がかかり、改築した方が経済的に望ま

しい施設 

 コンクリート強度が著しく低い施設 

 基礎の多くの部分で鉄筋が腐食している施設 

 建物周辺環境の安全性が欠如している施設 

 建物の配置に問題があり、改修によっては適切な施設環境を確保できない施設 

 町内施設等の適正配置など地域の実情により改築、統廃合せざるを得ない施設 

 既に移転、廃止等が決定している施設 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 改築中心から長寿命化への転換イメージ 

大規模改造 
経年劣化による損傷、機能低下

に対する機能回復工事 
・屋上防水 ・外壁改修 
・トイレ改修 ・内装改修 
・設備機器改修 
・劣化の著しい部位の修繕 
・故障不具合修繕   等 

長寿命化改修 
単に建設時の状態に戻すのではなく、計画的に機能性、耐用性、快

適性、省エネ性等の水準を向上し、建物の耐久性を高め、改修時の社
会的な要請に応じるための改修。 
・屋上防水 ・バリアフリー改修  ・鉄筋の腐食対策 
・外壁改修 ・トイレ改修  ・内装改修 
・設備機器改修 ・劣化の著しい部位の修繕 
・故障不具合修繕 ・省エネルギー機器への更新 
・外壁、屋上の断熱化改修  等 
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3-2-2 目標使用年数及び改修周期の設定 

総務省によると、公共施設等の築年数の全国平均は 41年となっています（「公共施設等の解体撤去

事業に関する調査 平成 25 年 12月 総務省」）。また、建物の法定耐用年数は、用途、構造別に表 

3-1に示すように定められています。しかし、物理的な耐用年数はこれよりも長く、適切な維持管理に

より 70～100年程度への長寿命化が可能とされています。 

本町の公共施設等の構造体は、鉄筋コンクリート造、重量鉄骨造、木造の建物が混在しています。 

高強度で耐久性が高く、長期の使用に耐えうる建物については、建物の躯体健全度の状況を踏ま

え、長寿命化改修、大規模改造を行うことで、目標使用年数をそれぞれの建物の構造により表 3-2の

標準耐用年数以下に設定します。 

 

表 3-1 建物の法定耐用年数 

 鉄筋、鉄筋鉄骨 鉄骨 木造 

庁舎 50 年 38 年 24 年 

食堂・調理室 41 年 31 年 20 年 

陳列所・展示室 50 年 38 年 24 年 

校舎、園舎 47 年 34 年 22 年 

体育館 47 年 34 年 22 年 

公民館 50 年 38 年 24 年 

保健室・医務室 50 年 38 年 24 年 

洗場・水飲場 38 年 31 年 15 年 

浴場・風呂場 47 年 34 年 22 年 

便所 38 年 31 年 15 年 

出典：減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和 40 年大蔵省令第 15 号）」 

 

表 3-2 国土交通省損失補償取扱要領による標準耐用年数 

鉄筋、鉄筋鉄骨 90 年 

重量鉄骨造 80 年 

軽量鉄骨造 55 年 

出典：国土交通省損失補償取扱要領（国土交通省が公共

用地を取得する際、損失補償の現価率に用いる建

築物の標準耐用年数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 耐用年数の考え方  

■物理的耐用年数 

（構造物の性能低下によって決まる寿命） 

建築躯体や構造材が物理的あるいは化学的原因により劣化

し、要求される性能限界を下回る年数 

■法定耐用年数 

固定資産の減価償却費を算出するために税法で定められた

年数 

■機能的耐用年数 

使用目的が当初から変わったり、建築技術の革新や社会的

要求の向上に対して陳腐化する年数 

長 

短 

目
標
耐
用
年
数 
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長寿命化改修を行う場合の改修周期については、現在までの改修履歴等を踏まえたうえで、原則築

40年で長寿命化改修、築 20年、築 60年に大規模改造を行い、最終的には鉄筋コンクリート造、鉄骨

造の建物は築 80年、木造の建物は築 60年で改築するものとします。また、既に築 40年を超えている

建物は、今後 10年以内に長寿命化改修、改築、除却等の実施を目標とします。その他、劣化状況評価

がＤ部位・Ｃ部位に関しては、今後 10年以内に部位修繕を行います。 

 

3-2-3 主要保全部位ごとの改修周期 

建物の長寿命化を図るために、建築を構成する主要な部位ごとの計画改修周期を設定し、予防保全

を行います。改修周期は、（社）建築・設備維持保全推進協会「建築物の LC評価用データ集 改訂第 4

版」及び（財）建築保全センター「建築物のライフサイクルコスト」を参考にしながら、表 3-3に示

す耐用年数（改修周期）を目安に、各施設の部位別の仕様や状態に基づき適切な保全を行います。 

 

表 3-3 主要保全部位ごとの耐用年数（改修周期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

部位 耐用年数

アスファルト防水コンクリート押さえ 30年

アルミ笠木 40年

タイル貼り 40年

吹付タイル 15年

カーテンウォール（PC版） 65年

ボード貼 20年

アルミ建具 40年

スチール建具 30年

床ビニル床タイル 20年

床カーペット 20年

壁・床ビニールクロス 20年

変圧器 30年

配電盤 25年

照明器具 20年

空調 鋳鉄製ボイラー 30年

給排水管 30年

ポンプ 20年

受水槽（ステンレス） 30年

昇降機 エレベータ 30年

機械設備
給排水衛
生

建築

屋根

外壁

外部建具

内装

電気設備 電気設備
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 施設整備の水準等 

3-3-1 改修等の整備水準 

施設の安全性の確保、財政負担の軽減、平準化の観点から、適切な時期に長寿命化改修を実施し、

施設の長寿命化を図ります。その際には以下の点に配慮します。  

 長寿命化改修では、単に物理的不具合を直すのみではなく、ライフラインの更新等による建物の耐

久性を向上させるとともに、建物の機能や性能を現在の施設利用者が求めている水準まで引き上げ

ることを目指します。 

 構造体の長寿命化や内外装仕上げ等の改修、設備更新に必要な防災機能の付加など、建物の安全性

を確保します。 

 機能性や快適性については、町民の生活の場、利用者が集う場としての必要な環境の確保・維持、

社会ニーズに応じた機能付加を図っていきます。 

 環境や省エネ化についても、安全性や機能性の確保と併せて、効率的な対応が可能となる方策をニ

ーズや費用対効果等を勘案しながら推進していきます。 

 

3-3-2 維持管理の項目手法等 

維持管理の項目は図 3-3に示すとおりであり、屋上屋根、外壁、内部仕上、電気設備、機械設備に

分けて点検評価を実施します。 

なお、周期は法 12条点検に準じて 3年毎とします。 

 

図 3-3  維持管理項目（調査票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

㎡ 地上 階 地下 階

1 屋根 □ アスファルト保護防水 □ 降雨時に雨漏りがある

屋上 □ アスファルト露出防水(豆砂利、断熱) □ 天井等に雨漏り痕がある

□ シート防水、塗膜防水 □ 防水層に膨れ・破れ等がある

□ 勾配屋根（長尺金属板、折板） □ 屋根葺材に錆・損傷がある

□ 勾配屋根（スレート、瓦類） □ 笠木・立上り等に損傷がある

□ その他の屋根 （ ） □ 樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

□ 既存点検等で指摘がある

2 外壁 □ 塗仕上げ □ 鉄筋が見えているところがある

□ タイル張り、石張り □ 外壁から漏水がある

□ 金属系パネル □ 塗装の剥がれ

□ コンクリート系パネル（ＰＣ板） □ タイルや石が剥がれている

□ その他の外壁 （ ） □ 大きな亀裂がある

□ アルミ製サッシ □ 窓・ドアの廻りで漏水がある

□ 鋼製サッシ □ 窓・ドアに錆・腐食・変形がある

□ 断熱サッシ、省エネガラス(ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ) □ 外部手すり等の錆・腐朽

□ 既存点検等で指摘がある

3 内部仕上 □ 老朽改修

（床・壁・天井） □ エコ改修

（内部建具） □ トイレ改修

（間仕切等） □ 法令適合

（照明器具） □ 校内ＬＡＮ

（エアコン）等 □ 空調設置

□ 障害児等対策

□ 防犯対策

□ 構造体の耐震対策

□ 非構造部材の耐震対策

□ その他、内部改修工事

４ 電気設備 □ 分電盤改修

□ 配線等の敷設工事

□ 昇降設備保守点検（ＤＷ）

□ その他、電気設備改修工事

５ 機械設備 □ 給水配管改修

□ 排水配管改修

□ 消防設備の点検

□ その他、機械設備改修工事

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

棟番号 建築年度

調査日

建物名 記入者

通し番号

学校名 学校番号

構造種別 延床面積 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

評価部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項）

・外部設備金物錆び

健全度

0
100点
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 再編の考え方  

3-4-1 評価指標とポートフォリオ 

施設の評価は、ソフト指標（利用者数の増減、面積当たりの利用者数）とハード指標（老朽度、健

全度）の偏差値から、ポートフォリオにより 4つの象限に区分し、今後の取組みの方向性を検討しま

した。将来の町内の公共施設の適正化を推進するうえで、地域の特性に合わせた施設配置等へ配慮

し、廃止、複合化、集約化、改築、長寿命化などの方針を策定する必要があります。 

 

表 3-4 評価指標例 

評価指標 指標の内容 

ソフト指標 

サービス 

利用者（児童・生徒）数の増減 2019(R 元)/2016(H28)比(増減)の偏差値 

利用者（児童・生徒）数の実数 面積当たりの利用者（児童・生徒）数 

ハード指標 

品質 

施設の老朽度 施設の築年数の偏差値 

施設の健全度 施設の健全度の偏差値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 施設評価のイメージ 

  

20

30

40

50

60

70

80

20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

ソ
フ
ト
指
標
（偏
差
値
）

ハード指標（偏差値）

利
用
者
数
の
増
減
・
実
数 

施設の老朽度・健全度 

利用効率の向上を検討 
例：複合化・集約化等 

今後の施設のあり方を検討 
例：廃止・機能の移転等 

現状維持 
例：継続・長寿命化等 

老朽化等を考慮し現状維持 
例：大規模改修・建替・長寿命化等 
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3-4-2 ポートフォリオによる評価結果 

1) 町民文化系施設、スポーツ・レクリエーション系施設、保健・福祉施設 

 

表 3-5 指標の偏差値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 利用者数の推移による偏差値は、新型コロナウイルスによる利用者数の減少を考慮し、2016～2019 年の値を利用。 

※2 地域活動支援センターは、2018 年に使用開始のため、2018～2021 年の値を利用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 ポートフォリオ 

 

  

施設名
施設

総面積
加重

平均値
加重

平均値①

加重
平均値②
(①×-1)

2016
（H28）

2019
（R元）

2019/2016
推移
得点

面積当たり
利用者数

健全度
偏差値

築年数
偏差値

合計 偏差値
推移

偏差値

利用者
数

偏差値
合計 偏差値

霧多布温泉ゆうゆ 1,529 65 23 -23 47526 72672 1.53 5 31.08 40.1 55.7 95.8 47.6 57.0 57.3 114.3 58.8
Ｍｏ－ｔｔｏかぜて
(中山間活性化施設)

541 91 20 -20 3069 3915 1.28 5 5.67 59.6 59.7 119.3 61.2 57.0 42.7 99.7 49.8

Ｍｏ－ｔｔｏかぜて
(中山間活性化施設ｷｬﾝﾌﾟ場トイレ)

52 81 20 -20 2399 2756 1.15 5 46.13 52.1 59.7 111.8 56.9 57.0 65.9 122.9 64.1

Ｍｏ－ｔｔｏかぜて
(中山間活性化施設ｷｬﾝﾌﾟ場炊事場)

34 78 20 -20 1600 1838 1.15 5 47.06 49.9 59.7 109.6 55.6 57.0 66.5 123.5 64.4

Ｍｏ－ｔｔｏかぜて
(中山間活性化施設ﾊﾟﾄﾞｯｸ管理棟)

34 91 20 -20 223 33 0.15 1 6.56 59.6 59.7 119.3 61.2 31.4 43.2 74.6 34.4

霧多布湿原センター 754 67 29 -29 28693 23136 0.81 3 38.05 41.6 47.5 89.1 43.7 44.2 61.3 105.5 53.4
霧多布岬キャンプ場バンガロー
(昭和61年度分)

75 77 35 -35 539 601 1.12 5 7.19 49.1 39.4 88.5 43.3 57.0 43.6 100.6 50.4

霧多布岬キャンプ場バンガロー
(昭和62年度分)

48 77 35 -35 344 384 1.12 5 7.17 49.1 39.4 88.5 43.3 57.0 43.6 100.6 50.4

老人福祉母子健康センター 839 48 40 -40 8954 7920 0.88 3 10.67 27.4 32.7 60.1 26.8 44.2 45.6 89.8 43.7

地域活動支援センター 947 94 35 -35 2424 7136 2.94 5 2.56 61.8 39.4 101.2 50.7 57.0 40.9 97.9 48.7

旧榊町小学校体育館 598 91 22 -22 0 0 0.00 1 0 59.6 57.0 116.6 59.7 31.4 39.5 70.9 32.1

ソフト指標健全度 築年数 利用者数 ハード指標

※１

※２

利
用
者
数
の
増
減
・
実
数 

施設の老朽度・健全度 
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第4章 長寿命化計画の策定・運用 

 長寿命化実施計画 

4-1-1 改修の優先順位と実施計画 

1) 改修等の優先順位付け 

緊急度の高い部位修繕や築 40年以上経過した建物の長寿命改修等工事の実施にあたっては、施設等

の劣化状況調査と建物の竣工または直近の大規模な修繕、または改造工事の実施状況及び経過年数等

を踏まえ、優先順位を付けるものとします。 

また、今後の改修予定及び将来の移転、改築、廃止、統廃合等の方針が決定している施設について

は、その時期や建物の使用期間を考慮したうえで優先順位を付けるものとします。 

 

2) 実施計画 

改修等の計画については、今後 40年間（5年程度を目安に見直しを行う）の計画とし、直近の 10年

間のモデルは表 4-3に示しています。 

 

4-1-2 施設類型ごとの個別長寿命計画 

1) 町民文化系施設 

 霧多布温泉ゆうゆは、災害時の避難施設でもあるため、劣化が進行している部分の部位修繕に加え、

計画的な改修を行うことで長寿命化を図り継続利用します。 

 

2) スポーツ・レクリエーション系施設 

 霧多布湿原センターは、大規模改修に備えて近年中に外壁調査を検討します。 

 霧多布キャンプ場木造施設 4棟は、計画的な改修を行い継続利用します。 

 湯沸岬展望台は、現在の利用状況や劣化の進行を踏まえ、今後の施設の在り方を検討します。 

 琵琶瀬展望台は、劣化が進行している部分の部位修繕に加え、計画的な改修を行うことで長寿命化を

図り継続利用します。 

 その他施設は、計画的な改修を行うことで長寿命化を図り継続利用します。 

 

3) 保健・福祉施設 

 老人福祉母子健康センターは、使用年度終了後に除却等を検討します。 

 地域活動センターと旧榊町小学校体育館は、施設の状態が良いため、今後も計画的な改修を行うこと

で長寿命化を図り継続利用します。 

 

4) その他施設 

 霧多布公衆便所については、劣化が進行しているため、除去などを検討します。 

 勤労青少年ホームは、現在の利用内容や劣化の進行を踏まえ、除去などを検討します。 

 その他の観光トイレは、今後も計画的な改修を行うことで長寿命化を図り継続利用します。 

 地場産品振興促進施設は、現在の利用内容を踏まえて、今後の施設の在り方を検討します。 
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4-1-3 維持更新費用の見通しと長寿命化の効果 

長寿命化を図った場合の施設整備費用は、表 4-1に示すとおり、40年間で 16.5億円となり従来型

に比べて 14.7億円の削減が見込まれます。なお、長寿命化改修を行った場合の施設類型別整備単価に

ついては表 4-2の単価とします。 

施設整備内容は、表 4-3に示すとおりとなっています。 

 

表 4-1 施設整備費用         図 4-1 従来型と長寿命型の比較 単位：億円 

 40年間の

総額 
年平均 

過去 5年  0.42億円/年 

来型 
31.2億円 

（1.00） 
0.78億円/年 

長寿命化 
16.5億円 

（0.53） 
0.41億円/年 

※（ ）内は従来型を 1.00 とした指数 

 

 

表 4-2 長寿命化改修の場合の施設類型別整備単価 

施設類型 
改築単価 

（万円/㎡） 

長寿命化改修単価 

（万円/㎡） 

大規模改造単価 

（万円/㎡） 

町民文化系施設 40 24 10.0 

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 36 21.6 9.0 

保健・福祉施設 36 21.6 9.0 

その他施設 36 21.6 9.0 

 

 

 

 

 

※改築単価：「浜中町公共施設等総合管理計画」の試算条件値 

長寿命改修単価：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定」計算ソフト算定値 

大規模改造単価：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定」計算ソフト算定値 
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表 4-3 今後 10年間の施設整備内容と施設整備費モデル（令和 5年～令和 14年） 

 

 

 

工事種 工事種 工事種 工事種 工事種 工事種 工事種 工事種 工事種 工事種

1 ふれあい交流保養センター（ゆうゆ） 1999 23 部位修繕 部位修繕

2 中山間活性化施設 2002 20

3 中山間活性化施設（多目的トイレ） 2002 20

4 中山間活性化施設（キャンプ場トイレ） 2002 20

5 中山間活性化施設（キャンプ場炊事場） 2002 20

6 中山間活性化施設（パドック管理棟） 2002 20

7 貯蔵庫（サイロ） 1981 41 長寿命化改修

8 霧多布湿原センター 1993 29 部位修繕 部位修繕

9 湯沸岬キャンプ場バンガロー（昭和６１年分） 1986 36 大規模改造

10 湯沸岬キャンプ場バンガロー（昭和６２年分） 1987 35 大規模改造

11 湯沸岬キャンプ場便所 1986 36 大規模改造

12 湯沸岬野営場（休憩室） 1988 34 大規模改造

13 湯沸岬展望台 1968 54

14 湯沸岬展望台駐車場トイレ 1990 32 長寿命化改修

15 琵琶瀬展望台 1969 53 長寿命化改修

16 琵琶瀬展望台（平成１３年度改修分） 2001 21

17 琵琶瀬展望台トイレ 1990 32 長寿命化改修

18 アゼチの岬トイレ 1992 30 長寿命化改修

19
老人福祉母子健康センター（平成２０年改修
分）

1982 40 除却

20 地域活動支援センター 1987 35

21 旧榊町小学校体育館 2000 22

22 霧多布公衆便所 1969 53 除却

23 農村公園トイレ 1994 28

24 茶内駅前広場公衆トイレ 2021 1

25 茶内ふれあい広場トイレ 1992 30 長寿命化改修

26 勤労青少年ホーム 1984 38 除却

27 地場産品振興促進施設 2003 19 大規模改造

R13（2031） R14（2032）R7（2025） R8（2026） R9（2027） R10（2028） R11（2029） R12（2030）建物
番号

項目
建設
年度

築年数
R5（2023） R6（2024）
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4-1-4 今後 40 年間の従来型と長寿命型の維持更新費用比較 

今後 40年間の改修を、従来型と長寿命型で行った場合の年度毎の維持更新費用を図 4-2、図

4-3に示します。長寿命化改修を行うことで改築費用が大幅に削減され、各年度の施設整備費用

の平準化が図られます。特に、直近の 10年間で約 8億円の維持更新費用の削減が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 従来型改修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 長寿命化型改修 
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費
用
（
億
円
）

年度

大規模改造
改築
施設整備費
過去6年平均施設整備費
今後更新費用

10年間

10億円

10年間

13億円

10年間

4億円

10年間

4億円

今後40年間の

施設整備費平均

0.78億円/年

過去の

施設整備費平均

0.42億円/年

今後40年間の

施設整備費総額

31.2億円

0.0

0.5

1.0
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2.0
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4.0

4.5

5.0

H28 H30 R2 R4 R6 R8 R10 R12 R14 R16 R18 R20 R22 R24 R26 R28 R30 R32 R34 R36 R38 R40 R42 R44

費
用
（
億
円
）

年度

除却
部位修繕
長寿命化改修
大規模改造
改築
施設整備費
過去6年平均施設整備費
今後更新費用

10年間

2億円

10年間

8億円

10年間

4億円

10年間

3億円

今後40年間の

施設整備費平均

0.41億円/年

過去の

施設整備費平均

0.42億円/年

今後40年間の

施設整備費総額

16.5億円
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 継続的運用方針 

4-2-1 情報基盤の整備と活用 

持続可能で健全な施設の維持管理の検討を行うにあたり、町民と行政が町施設に関する情報

と問題意識を共有することが重要です。  

公共施設を利用し、支えている多くの町民と行政が問題意識を共有し、将来のあるべき姿に

ついて幅広い議論を進めるため、施設に関する情報を開示します。  

また、町民からの様々な意見を収集、整理して公共施設等マネジメントに活かす仕組みにつ

いても検討を進めます。 

建物の情報については、調査表としてデータベース化を行います。 

データは、施設情報に変更が生じた場合や改修などが行われた場合に適宜更新するほか、毎

年度更新の有無を含め内容を確認します。 

 

4-2-2 推進体制の整備 

本計画を継続的に運用していくために、上位計画である「総合管理計画」との整合性や、施

設管理に係る技術的サポートの面などから、企画財政課、商工観光課、健康福祉課、建設課が

連携を図りながら進めていきます。 

また、公共施設等の維持管理については、日常点検や管理業務委託による「各種点検調査報

告書」及び「12条点検等の法的点検」の結果等、継続的な点検、調査の結果に基づいて、不具

合箇所の早期把握と修繕対応を図っていきます。 

 

4-2-3 フォローアップ 

効率的かつ効果的な施設整備を進めていくためには、長寿命化計画の策定（Plan）、計画に基

づく改修や維持管理等の実施（Do）、効果の検証と改善課題の抽出（Check）、計画への反映

（Action）という PDCA サイクルによる見直しを行い、実現性・実効性を確保した計画としま

す。 

本計画は、長期の計画であり、点検・評価結果に加えて、公共施設を取り巻く情勢変化を踏

まえて、5年程度を目安に随時見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-4 PDCAサイクル(メンテナンスサイクル) 

  

Plan（計画）

長寿命化計画

Do（実行）

維持管理実施

Action（改善）

計画への反映

Check（評価）
効果検証

改善課題抽出
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【用語解説】 

・統 廃 合：他施設との集約化。 

・集 約 化：同種機能を持つ複数の施設を統合すること。 

・複 合 化：異なる機能を持つ施設を統合すること。 

・転 用：継続利用可能な施設を異なる機能（用途）の施設として活用すること。 

・廃 止：施設の機能をなくすこと。 

・除 却：余剰となった廃止済みの施設を解体・撤去すること。 

・予 防 保 全：建物を定期的に点検、診断し、異常や致命的な欠陥が発現する前に対策を講

じること。 

・事 後 保 全：機器が故障したり、建物の雨が漏るなど、機能や性能の異常がはっきり目に

見えるような段階になってから修繕などの措置を施すもの。 

・改 築：建物躯体や部位・部材が物理的、化学的原因により劣化し、要求される限界

性能を下回った時点で行う建替工事。これまでの施設の寿命は機能的耐用年

数に近かったが、長寿命化を実施することで、物理的耐用年数を経過後に改

築することを目標とする。 

・修 繕：経年や外的要因によって劣化、不具合が発生した建物、建物の一部、設備、

部材などに対して修理や取替えなどの処置を行って、問題部分の性能や機能

を支障なく利用できる状態まで回復させること。建物の当初の水準まで戻す

こと。 

・大規模改造：老朽化による劣化、破損等の大規模な不具合が生じた後に行う大規模な改修

工事。改修時の社会的な要請等に応じる機能向上は行わず、建設時の状態に戻

すだけの改修。 

・大規模改造：損傷が軽微である早期段階から予防的な修繕等を実施することで機能・性能

の保持、回復を図る改修工事。改修時の社会的な要請等に応じる機能向上は行

わず、建設時の状態に戻すだけの改修。突発的な事故や費用発生を減少させる

ことができ、施設の不具合による被害のリスクを緩和することや、改修・日常

的な維持管理の費用を平準化し、中長期的なトータルコストを下げることが可

能となる。一方で、毎年の維持管理費として一定程度の費用を見込む必要があ

ることに留意する必要がある。 

・長寿命化改修：大規模改造（予防保全）に加えて、単に数十年前の建築時の状態に戻すので

はなく、構造体の長寿命化やライフラインの更新等により建物の耐久性を高め

るとともに、省エネ化や多様な利用形態による活動が可能となる環境の提供な

ど改修時の社会的な要請に応じるための改修。 

・部 位 修 繕：上記改造、改修時期に該当しない建物の部分的な補修、修繕工事。軽微な不

具合等に対応する日常的な建物保全工事及び突発的な緊急対応工事などが含

まれる。 

 

・従 来 型：40年で建物を更新する従来型の修繕、改修。 

 

（事後保全） 

（予防保全） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜中町観光系施設等長寿命化計画 

令和 5年 3月 
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住所：〒088-1592 北海道厚岸郡浜中町湯沸 445番地 
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